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　 Recently　the　necessity 　of 山e　accident 　preventio皿 has皿 ade −thcロ umbers 　oftle 　hospitals　ilcrease　which 　investigale

and 　analyze 　inoident　reports ．Thero　are　two 　ways 　to　describe血cidents 　and 　accidents ；open
−ended 　and 　precode−ahoice ．

It　is　unusual 　to　analyze 　precode−choice 　dcscriptioas　while 　usua1 　to　analyze 　open ・en 己ed，　fbr山o　costS 　and 　tcchnical

difftcUlty　preve血t　frem　 analyzjllg ．　This　 study 　investigates　effectiveness 　for　medical 　 r飴k 皿 anagement 　 of 　TR 　as

tbllows： 1）Calcu且ation 　 of 　borh　 of 　thom 　to　examino 　 the　use血 1ness　 of 　the　precode−clloices，2）Observation　 of

behaviors　of 血e　calculated 　out・comes 　which 　depends　on 　dme 血 some 　can 増aigns 　 of 　the　acddent 　preventionしo
estimate 　results 　of 　carnpaigns ，3）SupPort　ot

’
　occupatiott 　as　selecting 　ot

’
　｛mportant 　reports 　to　improve　human　criteria

fer　seleじtion，

Kay｝t・e厂融 r畝 〃跏 α9 ε〃lenC 　patient　safe り
・，　incidentiaccident　repert ，　epe 舮 e〃 ded　descn）tiun，’翩 競 痂 9 」

1 ．は じめに

（1）イ ン シ デン トレ ポートの 重 要 性 と 特徴

　医 療の 質 ・安 全 を高め る た め医 療 に お ける リス ク マ ネ

ジ メ ン トの 必 要性 が 指 摘 され るよ うに な り，そ の 実 際の

取 組 み が 盛 ん に行 な われ て い る．わが 国 で は，医療事故

の 発 生 予 防 ・再 発 防止 の た め，医療機関等 か ら幅広 く医

療事故 に 関す る情報 を収 集 す る事 業 が 2001 年 か ら厚 生 労

働省 に よ り開始 され た り．こ の よ うな 医 療 リス ク マ ネジ

メ ン トの
一
環 と し て、医療 機関にお け る従 事者 が 勤 務 申

に 遭遇 した ヒ ヤ リハ ッ ト事 象 に っ い て ，紙 面 も し くは 電

子 デ
ー

タ ベ ース 上 の 記 録 し，蓄積 され た事 例 群 を も とに，
医療事故の 発 生要因の 調査 ・

分析 を行うこ とが義務づ け

られ て い る．こ の ヒ ヤ リハ ッ ト事 象や 医 療 事故 に つ い て

の 記 録 そ の もの は イ ン シ デ ン トレ ボ
ートと呼ばれ て い る ，

　 イ ン シ デ ン トレ ボ ートの 分 析 に よ る 病院 イ ン シ デ ン

トに関 す る適切 な状 況 認 識 は，医療 にお け る リス クマ ネ

ジメ ン トの 質 を高 め，地 域 社 会 の 安 全性 の 向上 の 寄 ワに

つ なが る，
　イ ン シ デ ン ト レ ボートの 多 くは ，イ ン シ デ ン トの 内容

分類，発生場所，関連 診療科，発生 時刻 ，報告者 の 職 種

な ど予 め 選択肢 が定 め ら れ て い る プ リコ
ード形 式 の 項 R

と，イ ン シ デン トの 具休的な内容 に つ い て の 白然文 で 記

述す る 自由回 答形式 の 項 目で 整備 されて い る．

　 イ ン シデ ン トレ ポートの 具 体例 と して ，ベ ッ ドか らの

転 落，MRI への 携帯 電 話 侍 ち込 み ， 採 血 時 の 患者 の 誤 認

な どが 挙 げ られ る．こ の 内ベ ッ ドか らの 転 落 とい うタ イ

トル の イ ン シ デ ン トレ ポート自由記 述 部 分を次 に 記 し た．
　 「ナース コ

ー
ル あ り．す ぐに 病院 に 戻 る と患者がベ

ッ

　 ドか ら転落 して い た 。 睡 眠剤 を服 用 して お り、ふ らつ

　 き あ り。す ぐにベ
ッ ドに戻 し、患 者 の 身体 を確認 す る

　 が 打撲痕な し。頭 部 は 打 っ て い ない との こ と。当直 医

　 に 確認 し て 指示 を 仰い だ、」

　 イ ン シ デ ン ト レ ポ ー
トに 記 録 され た 以 上 の 項 目 を集

計 ・分 析す る こ とに よ り，事故 の要因，病院 シ ス テ ム の

問 題 点，ヒ ュ
ー一マ ン エ ラーを起 こ しや す い 環 境な ど が 浮

か び 上 が ll　j 院 内 業 務の 改 善 にっ なが る有用な情報を把

握 す る こ とが で き る．こ の よ うな分析 にお い て は，集 計

が 容 易 な選 択 式 の 記 述 項 日の 記 録 を も とに ， 頻 度 や割合

の 算 出，ク ロ ス 集 計 な どが 行 わ れ るの が
一
般的 で あ る

2）．
イ ン シ デ ン トの 具体的 な 内 容 に つ い て 自由 に 記 述 され た

テ キ ス トの 部分 に っ い て は ，個 々 の 記述 を 熟 読 ・判読 し，
内容 の 把握や分類が行 な わ れて い る．

  イ ン シ デ ン ト レ ポートに おけ る 自 由記 述 の 分析 とテ

　キ ス トマ イ ニ ン グ技術

　近 午 ， 自 由記 述 を 定 量 解析 し有 用 な情報 を抽出 す るテ

キ ス トマ イ ニ ン グ技 術が 発 達 し，イ ン シ デ ン トレ ポート
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の 自由記 述 に対 す る解析 に も適 用す る試 みが 見 られ る よ

うにな っ た
3，〜5，．

　 テ キ ス トデー
タ を 解析す る手 法 に は ，主 に キーワ ード

を自動抽 出す る方法 や 単語 間 の 概 念 関係 や 共 起 関係 を可

視化する 方法 が ある．キ
ー

ワ
ー

ドを 自動抽出す る方法 と

して、単純な単語 の 生起頻 度や TFIDF6） とい う指標に よ

っ て 単語を重み付 ける方法が 主流で あ る．前者は ドキ ュ

メ ン ト中 で単 純 に 多 く言 及 され た も の をキー
ワ
ードとす

る指標 で，後者 は 言及数 の ほ か ，多 くの 単位 ドキ ュ メ ン

トに 出現 す る語 の 霞み を下 げ，特 定 の 単位 ドキ ュ メ ン ト

に しか出 現 し な い 単語の 重み を上 げる指標 に なっ て い る．
単語 間 の 関係 を可 視化 す る手法 として は、医療 イ ン シ デ

ン トオ ン トロ ジーを用 い た方 法
3，や 共 起情報を用い た方

法
4）・白己 組 織化 マ ッ プ を川 い た 方 法

5〕が提 案 され て い

る。これ らの 于 法 に よっ て 、単語 と 単語 の 相彑 関係 を俔

覚化 し，得 られ た 単語 間 の 関係 図 か ら ， 新 しい 知 識 発見

に つ なが る こ とが 期待 され る．
　 イ ン シ デ ン トレ ボートに 基 づ い た 医療安全管理 業務 は，
日 々 ，イ ン シ デ ン トの 発生 状 況 を モ ニ タ

ー
し，変 化や 傾

向を捉 え る こ とで あ る，こ の よ うな前提 に 立 っ た場 合 ，

以上 の 既存の 手 法をイ ン シ デ ン トレ ポートに も とつ く医

療安全 管理 業務 に 適用 す る こ とは 難 しい ．一般 的 な キー

ワ
ー

ドやキ
ー

ワ ード間 の 関 係 が 明 らか に な っ た と して も，
イ ン シ デ ン トの 発生 状況 の 変 化を捉 え る こ とは 困難で あ

る．一
方，エRENDREADER （TR ） は，状況 の 変化を 象

徴 す る単 語 を キー
ワ
ードと し て 抽 畠 し，そ の重 み の 時 系

列 的 な 変 化をふ る ま い 分析に よ っ て 可 視化 した り，読む
べ き典型 ドキ ュ メ ン トを抽 出 す る シ ス テ ム で あ り，イ ン

シ デ ン トの 時 系 列 的 な モ ニ タ リン グ と い う業務 の 性質に

合 致 した 機能 を 備 えて い る ．

（3）研 究の 目的

　本研 究で は，京都大学 附属 病院 （以 ド， 京大 病 院） に

お け るイ ン シ デ ン トレ ポートの 解 析 手法 の 開発 を行 うこ

とを 目指 す．
　 ま ず、京 人病 院 で 行 われ て い る イ ン シ デ ン トレ ポー

ト

関連す る業 務 内 容 を調 査 し
， そ れ らの 業 務の 中か らTR の

導入 に よ る効 果 が あ る と思 われ る業務 を選 出す る，選出

した 業 務 にっ い て TR で の 分 析 手 法 を適 用 し，イ ン シ デ

ン トレ ポートの 自由記 述 項 日の 解析 を行 い
， 医 療 リス ク

マ ネ ジ メ ン トへ の 有 用性 を検 証 す る，
　ま た ， 医 療 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト分 野 に お け るTR の 応

用 可能 性 と解析手法 の 有用 性 に つ い て も合 わせ て 検証 す

る ．
　イ ン シ デ ン ト レ ポ

ー
トの 解析手 法を 開 発 し，こ の 手 法

を用 い て 新 し い 知 見 を発 見 す る こ とで 病院 の リス クマ ネ

ジメ ン トの 質を向上 に 寄与 し，患者 の 安全 を高め る と考

え られ る．

2 ．京大病院イ ン シデ ン トレポー ト

　 （1）京大病院医 療安全管理室 の現 状

　本 研 究 で は，実証 実 験 の 対 象 と し て 京 人病院 を選 定 し

た、京大 病院は ，わ が 国で も有数の 医 療安全への 取 り組

み を行 っ て い る病 院 で あ り
7）ti〕，病 院 の 医療 安全 活 動に

お い て 他病院 を牽引す る存在で あ る．

　京 大病 院 で は 2001 年 4 月 に 院内の 医療安全に 関 す る

専門部署で あ る 医療安全 管理 室 を設 立 した．イ ン シ デ ン

ト レ ポ
ー

トの 収集 は
，

2002 年 度か ら開 始 し，カ ル テ の

電 子 化 に 合 わせ て 2005 年 9 月 に 報告 を電 子化 して い る．
そ れ に伴っ て，イ ン シ デ ン トの 報 告 件数 は年 々 増加傾向

とな っ て お り，2010年現在で 年 間 7，500 件以上 に の ぼ る

レ ポー
トが 報告され て い る．報 告 され た イ ン シ デ ン トは

院 内 の 医療 安 全 管理 室 に お い て 管理 ・集約 され，医療現

場の 安全 管理 に 活用 され てい る．

　京 大病 院 医 療 安 全 管埋 室 は，開設 か ら徐 々 に 規模 を 拡

人 し，現在は 医師免許 を持っ 専任室 長 と 1 名 の 専任 看護

師，2 名 の 事務が 配 属 され て い る，こ の 医療安全 管理 室

にお い て 主 に以下の 6 つ の 業務が行わ れ て い る．
）

）

12

）3

）

）

）

456

医療事 故発 生時の 初動対 応 と事例 調 査

各種安全管理 マ ニ ュ ア ル ・指針等 の 整 備 と運 用 状洩

の モ ニ ター，改 訂 作業

各部 門か らの イ ン シ デ ン ト・
ア ク シ デ ン トレ ボート

収集 と，サーベ イ ラン ス ・分 析 ・対策 立 案

医療 安 全 に 関す る部 門連携
・委員会 活動

職 員，学 生 な どへ の 医療 安 全教 育

医療 安全 にお け る大 学 問 ・病 院間
・地 域 間連 携

　 こ れ ら の うち，3） を 中心 に し た 業務の 構 造 を把 握 す

るた め に，BFD （Business　Flow　Diagram） を用 い た 業 務

プ ロ セ ス 分 析
り〕を 行 っ た．BFD に よ る 業務プ ロ セ ス 分

析は，業務従事者か らの 業務 ヒ ア リン グや既 存 の 業 務マ

ニ ュ ア ル か らの 情報 抽 出，業 務 内容 の 可視化 ・構 造化，
業務従事者への フ ィ

ー
ドバ ッ ク を繰 り返す こ とで 業 務 プ

ロ セ ス を WBS （W （n
’k　Breakdown　Stnlcture）

10レ とい うか

た ち で 記 述 す る方 法 で あ る．WBS は，業務 を階層化 し

た仕 事 の
一

覧表 で あ り，業 務 の全 体を 俸系 的に 整理 ・把

握す る こ とが で き る．本研 究で は，先 行 研 究
9） を 参 考

に 以 下 の よ うな流 れ で WBS の 作成 を 行 っ た，
1）　 医療安全 管理 室 長 （以 ド，室 長） に 業務内容に っ

　 　 い て の ヒ ア リン グ を行 う，
2）　 ヒ ア リ ン グ の 内 容か ら WBS を 作成する，
3）　 作成 した WBS を 室長 に フ ィ

ードバ
ッ ク し ， 修 正 筒

　　所 に つ い て の ヒ ア リ ン グ を行 う．
4）　 修 iF．が な くな るま で ，1）・−3）を行 う．
疾療 安 全 管理 室 に は 業 務 マ ニ ュ ア ル が存 在 し な か っ た た

め ，室 長か らの ヒ ア リン グの み に よ っ て 業務プ ロ セ ス 分

表 1 医療安全管理室 におけ る イ ン シ デ ン トレ ポ
ー

ト関連業務 （
一

部抜粋）

べ　 1 レ ベ レ2 レ ベ レ31一
亅
一16R 閣・　　 亡　

Lご
一監

　　　 一
ト，1−2 駅 閉

・
　　　 ｛レ，、一

1−1 イ ン シ デ ン トレ ポ
ー

トの 傾向 を 把邏 す る 1−1−36R 闥・　　　が 　　ン シ
ー

ン 　　レ 　、一　　　　
一

1−1−46R 幽・　　　 c
1−1−56 開 ・　　 　 幅 R鬧　 　　 ぐ　 つ
一一　　　ヒ　 ン シ

ー専
　 レ　 ー

1−2−2　6R鬮・　　　　　　　　　　　　　 が　　ン シ
ー

ン ト　　，、一ト

1
医 療安全管理 室と し て の イ ン シデ ン ト輯告
準 備を行 ラ

　　　医 療安全管理室長 が緊急な事例に つ いて R闘に違絡 ’確認 す
1−Z−3

1−2 戛蔓なイ ンシ デン ト レポートを選定する
　　　医療安全管理室長が医 療安全管理 竃ミ

ー
テ ィ ングの ため に1胃2，4

　 　 　 　 愛

1＿ユー5 医際安全 管理室長が医療安全管瓔 室ミ
ー

テ ィ ン グの議事資

1咽 一虚　 　　　 　　 　　　 が 　町 6で

1−3 週 m6 で 医療 安 全 管 理室 内 で イ ン シデ ン ト発生 収 況 を 共 有
する

1＿3−2 医 療曳全 管理室が重要事例の 暫定対 応 ・
対応 レ ペ ル を決定

亅
一3−3　　　　　　　　　　 ｛　　　

一
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析 を行 っ た ．以 上 の 分析 を通 し て，イ ン シ デ ン トレ ポ ー

ト関 連 業務 の WBS が表 1の よ うに得 られ た．
　表 1 の 結果 よ りイ ン シ デ ン トレポート関 連業務 に お け

る イ ン シ デ ン ト レ ポー
トの 分析業務は ，1−1 イ ン シ デ ン

トレ ポートの 傾 向 を把握 す る業務 と 1−2 重要 な レ ポート

を選 定す る業 務 の 2種 類 が あ る こ とが 明 らか に な っ た．
　 プ リコ

ー
ド項 目デ

ー
タの 集計は，イ ン シ デン トの 傾向

俯 瞰 的 を把 掃 す る の に は有 用 だ が，ブ リ コ ード項 目 と し

で 設け られ て い な い 情報項 目以 外を把握する こ とが で き

ない ，そ こ で，イ ン シ デ ン トの 具 体的 な内 容 を全 て 把 握

し，個別 の イ ン シ デ ン トに 対する 対策 を考え る た め に ，
報 告 され た レ ポ ートか ら重要 な イ ン シ デ ン トを選 定 す る

業務 が行われ て い る．
　 こ れ に対 し室 長 は 「重 要 な レ ボートと し て 選 定 され な

い レ ポー
トも 多 く，そ れ らは 十分 に 解析 され な い まま に

な っ てお り，現 状 で は報 告 され て きた 大 量 の レ ポートの

全 て を活 用 す る こ とは で きて い な い ．ま た，大 量 の イ ン

シ デン トレポー
トか ら重要 レポー

トを担当者が
一

人 で選

定 して い るた め、選 定 の 際 に ぬ け も れ お ちが 存在 す る 可

能仕もあ る，」 とい う懸念を示 し て い る．

（2）京大病院 イ ン シデン トレ ポ
ー

トの 現 状

京 大 病院イ ン シ デ ン トレ ポートの 槽 成 を表 2 に示 した，

表 2 京大 病院 イ ン シ デ ン ト レ ポー
トの 構 成

項 目名 入 力 方 法

LNo ． 内動付与

2 タイ トル 自由記述 （自然文 ）

3重 症度 プ リコ
ー

ド

4 （報告 者）職 種 ＊ プ リ ロ
ー

ド

5 （報告 者　所 属 プ リ コ
ー

ド

6 〔報告者）経験年数 プ リ コ ード

7 （報告者）・「’：場 ＊ ブ
．
リ コ ード

8 （該当者 情報 ）患者 【D
「
由記 述　　 霞

9 （該当 者情椴 ）性 別 プ リ コ ード

lo （該 当者情報 ）年 齡 プ リ コ ード

1L （該 当 者憐報 ）診療 科 プ リ コ ード

亅2 〔該当者情報 ） 病棟 ・外 来 プ リ コ ード

13発生 口付 プ リ コ ード

14 発 生 時刻 プ リ コ ード

15 発 生部署　
・ ブ リ コ ード

16 発 月r腸所 ＊ プ リ コ ード

17 〔主な 関与者 ）職租 ＊ ブ リコード

1窪 （室 な 関与者 ）午齢 ブ リコード

19 （主 な 　 与者 　　　年　
’

プ リ コード

20 部 門 の リス ク マ ネ
ー

ジ ャ
ー

プ リ コード

2且関 連† る部 署 プ リ コード
　 ．．．．．’　　：．．．「「「，「．

：
．22

製

：
．
簿 ．．｝．…

事 例 大 分類 プ リ コ
ー

ド

お 事 例 コ ード プ リ コード

プリコ ー・ド ：轍告薪が複数 の 選択肢か ら適当なもの を選ん で 記入する項 口

　 　 　 　 　 （＊ 印 1 基 本的に は プ リコード墳 H か ら入 力ナ るが ，該 当

　 　 　 　 　 　 　 すゐ ものがなか っ た場合には 肖山記述する項 R）

自巾記述　 ：報告者 が適 当な数値 もし くは 自然文 を記 入 t る項 凵

　京大病院 で 使川 され て い る イ ン シ デ ン トレ ポートに は，
イ ン シ デ ン ト内 容，発生揚所，当 事者 ・報 告者，発 生 日

時 な ど の 4W （Wh 。n，Where，Who ，What） に 関 す る21項 日

に お ける選択肢を選ん で 記 入 す るブ リコ
ード回答形式 の

項 目 （以 下，フ
．
リコ ード項 目） と，イ ン シ デ ン トの タ イ

トル ，状況，そ の 後 の 対応 とい っ た報告者が 自出に記述
．

で き る ス ベ ース を 持 っ た 自由記 述 回 答形 式 の 項 目 似 下，
自由記 述 項 口） が 存 在 す る．

（3＞TRENDREADER（TR）

　 皿 とは，時間 情報 を もつ 文 書 の 集合 （コ
ーパ ス ） の

中 か ら，状況 の 変化を 象徴す る弔語 を 「特異語」 と して

自動 的 に 抽出 する 手 法お よび シ ス テ ム で あ る
ll）．こ の 特

異語 を 抽出す る 方 法は ，D 時間経過 に 伴 っ て 増加す る

個 々 の 文書 に 対 し て ，分析者 ・利用者が 分析 の 意図 に 応

じ て 任 意 の 単位 時 間幅 を 設 定 す る ，2）新 し く追加 さ れ

た文書 に 特徴的に み られ る 単語に 高い 重み を与 え る時問

増加 型 7FIDF を 計算す る ，3） 新た に 文 書 が 追加 され た

コ
ーパ ス に お け る各単語 の 時 間 増加型 TFIDF の 総 和 値

（実 測 値 ） と，新 た に 文 書 が 追加 され る前 の 単語 分 布 特

性 か ら予 想 され る時 間 増加 型   F の 総和 値 （推 定 値）

を比 較 す る残 差 分析 を行 な い ，こ の 値を 「特異 値亅 とす

る，4）特 異 値が 正 の 値 を示 した 単語 を 「特異語 」 ，特

異値が 負の 値 を 示 した 単語 を 「共通 語 」 と し て 抽出 する，
5）単位時間 ご とに 算出された rF．の 特異値を単語 ご とに

累 積特異値を 算出 す る，と い う流れ で 行 われ る．な お，
特異 値をD ，累積特 異 値 をZl）と略記 す るこ ともあ る．
　時問増加型TFII）F ，特異値の 算出式 を以 下 に 示す ，な

お，個 々 の 計算 の 詳 細に っ い て は佐 藤 ら
1］1

に 詳 しい ．

日躙 増鰹 TF7DF
，，j，

一ノLプ bgl
。
』・

［q
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

c
’
ノ

il単 語 の 識 別 子 ，丿： 単 位 ドキ ュ メ ン トの 識 別 子 （こ こ

で は 1 件の イ ン シ デ ン トレ ポー
ト），t ：　

＝Titne〔ノ）：単

位 ドキ ュ メ ン トノの 時 間 情報 （イ ン シ デ ン ト発 生 日時 ） ，
時間増加型 TFIDFtj，， ： 時間 t の と き の 単位 ドキ ュ メ ン ト

ノにお け る単語 iの 時 間増加 型   瓦 ん ：単位 ドキ ュ

メ ン トノに お ける 単語 ’の 出現頻度，Ci，r ：時間 tの ときの

単位 ドキ ュ メ ン ト群 に お け る単 語 i が 出現 す る単位 ドキ

ュ メ ン トの 数．nt ： 時 間 t の とき に 単 位 ドキ ュ メ ン トの

総数．

　　　　　D
、．
．tS、

一ΣIFII）E，．，　一Σ　IFiDE ・
．．
一． ［2】

　　　　　D ，一 ．．一胱 ：，二ち1）
At ： 任意の 時間 幅 （こ こ で は 1週 間），Di ，4．ALt ： 時周 t

に お け る 単語 ゴの 特 異 値，

Σ眠 t ：珊 にお け る単語 傭 間 鞭 型   砌 総

和 の 実 測 値，ΣTFJ1）罵・・酬 ： t’　ri　tの 時 点 の 傾 向 も とつ く単

語 鋤 黼 加 型   礫 和 の 推定値，磁 嚇 」1

とtの 間 にお け る単 語ゴの 川現 頻 度

　 な お，ΣD は それ ぞれ の 単語 に っ い て すべ て の 時間断

面 で 算 出 され た 特 異値 の 正 の 値 の 総 和 で あ り，時 間 断 面

を通 し て コ
ーパ ス を代表す る単語 を求 め る ときに 用い る．

　 以上 の 方 法 に よっ て 計 算 され た 特 異 値 と，抽 出 され た

特 異語 を 用 い て ，
1） 特 異 語 の 時 系 列 変 化 を可 視 化 す る

ふ る まい 分析 と，2》 読 むべ き文 書 の 抽 出 を行 う，ふ る

ま い 分析 とは，任意 の 単語 の 特 異値の 時 間変化を移動 平

均 曲線 で 表 す も の で あ る
12」．特異 値 が 上 昇 し て い る 場合

は，特異語 が コ
ーパ ス 内 で よ り特異的 （トレ ン ド）で あ

る こ と を 示 し，特異値 が 下 降 して い る 場 合 は，特異語 が

コ
ーパ ス 内で 特異的で なくなっ て い る こ とを示 して い る．

特に ，特異値が マ イ ナ ス の 値 まで 下 降 し，特異語 か ら共

通語 へ 変化 す る場 合 を共 通 語 化 し て い る，と呼 び ，コ
ー

パ ス 内で 特 徴 的だ っ た 単語 が コ
ーパ ス 内で継続 して使わ

れ る よ うにな っ た過 程 を示 して い る，読 むべ き文書 は、
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あ る単位文 書 内 に含 ま れ る ， あ る単 位時 間 の 特 異語 の 特

異 値 を合計 した 値 （Reeernrnend 　Value 以 ド、　RV ） が 大

きい 順 に抽 出 され る
11｝．

　 　 　 　 　 　 k

RV
、，，．N ．t　

一 　ZD。，t−N ，t［3】
　 　 　 　 　 　 tl＝t

圖 争齒
゜）

k ：RV の 算 出 に 用 い る 特 異 値の 上位 数 ，　Di，．，− z，，t ： 時 間 t

に お け る特異値 E位 11位の 単語 の 特異値，五」
： 単位 ドキ

ュ メ ン トノに お け る 特異値上 位 n 位 の 単語 の 出 現頻度

レ ベル
障害の

繰絖性

障害の

穏度
具体的な内容

レベ ル 0 ・ エ ラ
ー

や 医薬品
・
医 療用 具の不 具 合が 見

られ た が ．息者 には 影幹 をり・え なか った

レベ ル L な し 愚者への 実害はなかつた 〔何ら か の 影響
を与え た 可礎性 陸否定で きな い）

レベ ル Z ．
ゴ薗性 経度 処 置や治療は 行わな か った

レ ベ ル 3囗
一世刊、 中等度 簡単な処置や治掩 を要した

レ ベ ル 3b ・
過性 高度 予定または 予期 して いなか っ た濃厚な処

置 や 治療 を要 した

レ ベ ル 40 永 続的 哩 度〜
申 警度

水続的 な障害や復遺症が残’丿たが．有意
な機能障害や 貞容 上 の 問題は俳わ ない

レ ベ ル 4b 永続的 中等度〜
高度

永綾的な障害や後遣症が 残 り．有意な臙

能1瞳害や美容上 の 問題を伴 う

レ
ベ

ル 5 死 亡 死亡 （原疾患 の 自然経過に k るもの を除
く）

3 ．プリコ
ー ド項 目と 自由記述項 目を組み合わ せ た

　 解析

　本 研 究 で は ，イ ン シ デ ン トレ ボートの 傾 向 を把 撮 す る

業務 につ い て，プ リ コ
ー

ド項 目の 集計 と TR を用 い たプ

リ コ ード項 目 と 自山記 述 項 目を組 み合 わ せ た解析 の 2 種

類 の 方法を用い て 解析 を行い ，それ ぞれ の 解析 の 効果に

つ い て 検証 を行 っ た．

　 プ リコ
V一ド項 目の 集計の 場合 は，ブ リコ

ード項 目ご と

の 分布 の 割 合 を把 握 す る こ とが で き るが ，プ リコ ード項

目 と して 設 け られ て い な い 情報 に つ い て は 把掃 で きな い

と予 測 す る．一
方，プ リコ ード項 目 と 自由記 述項 目を組

み 合 わ せ た解析 の 場 合 は ，分類 した プ リコ
ード項 目の 内，

複数の 項 目に遍 在す る特 異語 を抽出で きる と推測 した．
複 数 の 項 日に 逼 在 す る特 異語 は i ，コ

ーパ ス が 持 っ 代表

的な特異語 で あ る 可 能性 が 高い た め，こ の 特 異語 を抽 出

す る こ とが レ ポー トの 分 析者 に と っ て 有川 で あ る 卩f能性

が 高 い ．

（1）解析 概要

a）プ リコ ード項目の 選 択

　本 研 究 で は，数 あ るプ リ コ
ー

ド項 口の 申か ら「重症度」

に着 目 し て 解析 を行 っ た．重症 度 は，イ ン シ デ ン トに よ

る障害の 継続性 と障害の 程度か ら表 3 の よ うに 8段階に

分類 され る．こ の 重 症 度 は，イ ン シ デ ン ト ・ア ク シ デ ン

トが 患者 に 及 ぼ し た影響 を示 すた め に 標 準 的 に 用い られ

てい る指標 で あ り，初期介入 の 有無や事故調査委員会の

有無 を決 定す る 重 要 なプ リ コ
ー

ド項 日 とな っ て い る，重

症度別 に 顕著に見 られ るイ ン シ デ ン トの 内容 を抽出す る

こ とで ，患者 に 影 響 を与 え る可能 性 が 高 い イ ン シ デ ン ト

の 種 類が 判明 する．
b）解 柝期 間 と時間 幅

　解析対象 とする イ ン シ デン トレ ポートは ，2009年 4 月

1 口か ら 2010 年 3 月 310 まで の 1 年 間 に わ た っ て 報 告

され た 7，559 件 と した．
．
こ の 理 由 は，レ ポート件 数 が 最

も多い 年 度で あ る こ と，季 節変動 の 影響を考 慮す る 必 要

が あ る こ とで ある．また，4 ．月 開始 3 月 終了 と し た 理 出

は，年度 の 区切 り と1司様に し たた め で あ る．
　時 間幅 は，1 週 間 と し た ．こ の 理 山と し て ，1 週間を

単位 と して 院内の イ ン シ デ ン トの 全 体 傾向 の 把握 を行 っ

て い るた め で ある，なお 時 間幅 を 孟 カ 月 と した 場 合，観

測点が 12 個 し か 存在 せ ず，時 系列変化が 捉 えに く くな

る と考 え たた め，採 川 しな か っ た ．

表 3　重 症度 の 分類方 法

（2）プリコ
ード項目の 集計 に 基 づ く分析

　プ リ コ ード項 日の 集 計 で は ，
「車症度」と組 み 合わ せ る

プ リ コ
ー

ド項 目 に 「事 例大 分類1を使用 した ．事例大 分類

とは，イ ン シ デ ン トの 種 類 を，与薬，注 射 ・点滴 ，転　　・

倒 ・転 落，チ ュ
ーブ ・ドレ ーン 類管理 ，検査 ・処 置，食

事 ・栄養，手 術 関 連，問題 行動，人 工 呼 吸器，輸血，
ME 機 器

一
般，酸 棄 吸 入，職 員 の 安 全，そ の 他 療 養 上 の

世話，そ の 他の 正5種類に 分類 し た もの で あ る．
　 こ の 事 例 大分 類 は，プ リ コ ード項 目の 中 で イ ン シ デ ン

トの 内 容 （What）に あ た る プ リコ
ード項目で あ り，イ ン

シ デ ン トの 傾 向 を把 握 す るた め に最 も適 した プ リ コ ード

項 目で あ る と考え られ るた め，こ の 項 目を採 用 した．
a）プ リコ ード項 目の 集計手 順

　 プ リコ
ード項 目の集 計手 順 に つ い て 以 下 に 示 し た．

）

）

12

）3

）4

5）

b）プ リコ ード項 目の 集計 結果

　上記 の 手 順 2）を基 に，重 症度 に お け る 事例 大 分類 の 分

布割合を表 4 で 求め た．プ リコ
ード項 目に よ っ て レ ポー

ト数 に ば らっ きが あ っ た た め ，双方 と も総計 に は，それ

ぞ れ の 項 目の 総 数 を記 した．また ， 重 症 度 ご とに最 も大

きな割合 を 占め た 項 目 に は 赤 く網 掛け を 行 っ た ．
　重症度 ご とに 上位2件 の 事例大分類は ，颪症度0は 未分

類 が 43．0％，注 射点 滴 が 20．5％，重 症度1は 与 薬が 33．lu／。，
注 射、点滴 力こ且5．7％ ，　重 症 度2；ま転倒転落 力s24．7“

／e，　与薬カミ

22，5％ ，重 症 度 3aは チ ュ
ーブが 22．5 ％ ，転倒転落 が

20．6％，重症 度3bは 未 分類 が23，8％，手 術 関連 が 20．9％ ，

重 症度4aは 于 術関連 が75．0％，未 分類 が 16．7％，重 症 度

4bは 手 術関連 が 37．5 °／u ，未 分類 とそ の 他が 18．8％，氓症

度5は 未分類 とそ の 他 で 90．9％ とな っ て い る．
　 こ の 結果 か ら，以 下 の こ とが 読 み 取 れ る．
・ ケ薬 は 最も数 が多 い が重 症 度が 低い もの が ほ とん ど

　 で あ る
・予術 関連 ・チ ュ

ーブ 関連 の イ ン シ デ ン トは 重症度が

　 高 い もの が多 い

これ らの 結果か ら ， 浸襲的 な 医 療行 為 に関 す る イ ン シ

デ ン トは 重 症 度 が 高 い 傾 向 に あ る と言 え る．院 内 に は

様 々 な リス ク が あ り有害事 象が発 生 し て い る が，リス ク

マ ネ
ージャ

ー
が 把握 して 対 策を打 つ べ き事柄 と患 者 の 重

症度が 必 ず し も 致 す る とは 限 ら ない ，とい うこ とが読

コ ーパ ス を重症 度 別 に分類す る．
1） で 重 症 度 別 に 分 類 した コ ーパ ス を事 例 大 分 類 ご

とに分類 す る．
2） で 求 め た重 症 度 別 の 事例 大 分 類 の 各項 目の レ ポ
ート件 数 を算 出 し，該 当す る重 症 度 別 の 総 数 で 割 り，
割合を算出す る，
2） で 求 め た重症 度別の 事 例大 分類 の 各項 目 を

一週

間 ご と に 分類する．
3）4）で 求 め た 項 目 に つ い て 集計す る．
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み取 れ る．

表4　重 症度別の 事例大 分類 の 分布

1
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　　 図 1　 重症度0〜［の 時系列 出現 頻度
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　　　 図2　重 症度2の 時系列 出 現頻 度

　 ま た 上 記の 手順4）を 基に，甫 症 度 別 の 総 計 上 位5位 の

事例 大 分類 に お け る イ ン シ デ ン ト件数 の グ ラ フ を図 1〜3

に記 す，こ こ で は ，後述す る （3）節 2項 で の 重 症 度の 分類

を採 用 し た，
こ の 結果 か ら以 下 の こ とが 読み 取れ る．
・　 重 症 度 0〜1で は，与 薬 が 週 20〜35件程 度 と最 も 多

　　 く，注射 点 滴 が 10〜25件程 度 と次 に 多い ．
・　 重 症度2で は 転倒 ・転落 と与 薬 が5〜15件程度 で 推

　　 移 し て い る が ，週 に よ っ て レ ポート件 数 の 差 が 大

　 　 き い ，
・　 重症 度3以上 で は 6月 に 注 射点滴 が 8件 を 超 す週が 2

　　 回あ っ た．
・　 重 症 度3以 トで は，ど の 事 例 大 分 類 も出 現 頻 度が 0

　　 の 週が 多い ．
　恒 常 的 に 発 生 す る 事象 と散発 的に 発 生 す る 事 象 の 羌 は

あ る が，季 節に よ っ て 発 生 状 況 に大 き な傾向は 見 られな

か っ た 、
C）プ リコ

ード項目集計結果 に関 す る考察

　 プ リ コ
ー

ド項 目 の 集 計 の 利 点 と して，プ リ コ ード項 R
に 沿 っ たイ ン シ デ ン トの 発 牛 件数や分布 が判 断 で き る こ

と，出現 頻 度が 急上 昇 し た時 期を 把 握 で きる こ とが挙 げ

られ る．　
・
方，欠 点 と し て 1‡，事例大分類 が記 され て い

な い ，も し くは 「そ の 他 」に 分 類 され た イ ン シ デン トは，
こ れま で 着目され て い な か っ た イ ン シ デ ン トで あ る可 能

性が 高い に も か か わ らず，種 類 や 内容 を判 断で き な い こ

と，出現頻度 に よ る 時 系列 変 化 は ， 事 例 が なか っ た 場 合

の 影響 が 大 き く 有益 な 結果 の 読 み 取 り が難 し い こ とが 挙

げられ る．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 年月日

　　図3　重症 度3以上 の 時 系列 出 現頻度

（3）プ リコ ード項 目と 自由記 述項 目を組 み 合わせ た 分析

a）自由記 述 の 分析 手 順

以 卜
’
にプ リ コ

ー
ド項 目 と自由記 述項 目を組 み 合 わせ た 分

析 の 予順 を記す ．
D　 プ リ コ ード項 H を用 い て適 当な コ

ーパ ス を作成す

　 　 る．
）2

）

）

34
，

残差分析 の 適 当 な 分析 期間 と分 析 幅 を設 定 して 特

異 値 を 算出す る．
算出 した 特異値か らふ る ま い 分析 の 結果 を求 め る．
読む べ き文書 の 抽出 を行 う．

　重 症 度 別 に 比較す る場 合 は，最 も単純な方法 と して 全

8段 階 ご とに コ ーパ ス を 生 成す る こ と が 考 え ら れ る．し

か し，ア ク シ デ ン トとよ ばれ る颪症度3b以 上 の イ ン シ デ

ン トレ ポート件 数 は 12〜172件 とイ ン シ デ ン ト と 呼 ばれ

る3a以下の イ ン シ デ ン トレ ポート件数に 比べ て 極め て 少

な い ，TR に よ る 特 異 語 の 抽 出 に お い て は，コ
ー

パ ス の
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大 き さが十分 で な い 場合に意 味 の あ る特異語 を検出で き

ない こ とが佐 藤 ら
14）に よ っ て 明 らか に され て い る．また

京 大 病 院医療安全 管埋 室 に お い て は ，患 者の 治 療 に とっ

て 重要か つ 病院が 迅 速 に 把掃す べ き と考え るイ ン シ デン

トは 重 症度3a以 トの もの で あ る と 考 え て い る．以 hの 理

出か ら，レ ポ
ー

ト件数 が少 ない 重症度3a以上 の イ ン シ デ

ン トを統 合 した ．
　重 症度0と重 症度 1 は、共 に患者 へ の 障害が 発生 しな

か っ たイ ン シ デ ン トで あ り，記 載 され る内 容 にほ とん ど

羌 が み られ な い こ とか ら ， 1つ の コ ーパ ス と して 扱 うこ

と と し た．
　 こ れ らの 理 出か ら，対象デ

ー
タ を表5の よ うに 以下 の 3

つ の コ
ーパ ス に分 類 した ．

　　 1）　 重症度0〜且

　　 2） 重症度2

　 　 3） 重症 度 3a以 上

　　表5　重症度別 コ
ーパ ス 分類方法

灘 　 　　　 　　　
「
鯲 驪

で 分類 され て い な か っ た項 口を発見 し，新たな分類項 目

に加 え る こ とが で きる と考 え られ る．
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ト

鷲
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螢
b）自由記述 の分 析結果

　 自山記 述 の 分 析 に沿 っ て ，各 3 つ の コ ーパ ス につ い て ，
特 異値 を算 出 し， ふ る ま い 分 析 を行 い ，分析 結 果 を図4
〜6に示 し た，解 析 期 間 で の XD 上 位 5位 の ふ る ま い 分 析

の 結果 をそ れ ぞれ ，重 症 度0＆1は 図4 ， 重 症 度 2は 図5，

重症 度3以 上 は 図6に 示 した ．
1）コ

ーパ ス の 配 ） H位5位 の 特異語 は，「採血 」「配 膳」「検

体」∫撮影」「包 」と な っ て い る．2｝コ
ーパ ス の 上位5位 の 特

異語 は，「採血 」「流量」「注入1「接続」「装着」とな っ て い る．
3）コ

ーパ ス の 特異語 は上 位5位は，「トイ レ亅「麻 酔」「ミ ト

ン 」「家族」「食道 亅で あ る．
　 これ らの グ ラフ か ら以 下 の こ とが読み 取れ る．
・　 重 症 度 に よ っ て 重 み が 高くな っ て い る 特異語 が 異

　 　 な る，
・　 採 血 は 重 症 度0〜1 と 重症度2で ふ る ま い が 大 き く異

　 　 な っ てい る．
・　 採 血，装 着 ，接 続，撮 影 な ど，複 数 の 事 例 大分 類

　 　 に ま たが る単語 が上位 に挙 が っ て い る
・　 家 族 や トイ レ とい っ た 具 体的なイ ン シ デン トに 沿

　　 っ た単語 が 挙 が っ て い る

　 重 症 度 に よ っ て 特異 語 ふ るま い が異 な っ て い る，こ れ

は 重症度や時 期に よ っ て 挙が っ て くる レ ポートに含 まれ

る単語の 変化が 影響 して い る と考 え られ る．
　 特異語 を 時 系 列 で 見 た場 合，ふ る まい が 安定 して い る

単語 と短期間 に 特異値が 急変化する単語が ある．特に 関

連 す る取 り組 み が 行 わ れ る と短期 間 に 特 異値 が 1：昇す る

可 能性 が あ る．
c）自由記述 分 析に 関 す る考察

　 ふ るまい 分 析 で は，プ リコ
ー

ド項 口の 集計 の よ うに細

か くイ ン シ デ ン トの 内 容 を把 握 す る こ とは で きな い ，し

か し 「状況」とい う自由記 述 項 日を解 析 す る こ とに よ り，
「家族」や 「トイ レ 1 とい っ たイ ン シ デン トの 具体 的 な 内容

に沿っ た 特異語や，「採血 1や 「撮影」とい っ た複数 の 事例

大分 類 に 横断 的な特異 語 を 明 ら か に する こ と がで き る，
こ の よ うな 横断 的な キーワ

ー
ドの 発 見 に よ っ て，これ ま
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図 4　重 症度0〜1の ふ る ま い 分析
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図5 重症 度2の ふ る ま い 分析
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図 6　颪症 度3以上 の ふ る まい 分 析

　 更 に，コ
ー

パ ス 別 に 1司 じ特異語 の 時系列推移を見 る こ

とが で き る．例 え ば 「採 血 1とい う特 異語 は，重 症 度0〜1

と重症 度2で はふ るま い が，大 き く異 な っ て い る．図2で

「採 血 」は，2009 年 8月 ま で 上 昇 し た 後
一日．特 異値 が 下 が

り，再 度2009年 11月 に 上昇 して い る の に対 し，図 3で は，
ほ ぼ一貫 し て 上 昇 し続 け て い る．
　自由記 述 の 分析 の 利 点 と して ， 自 由記 述 を解 析 す る こ

とで 具体 的 な事 例 に 沿 っ た 特 異語 を抽 出で き る こ と，ブ

リコ
ード項 目に 縛 られ ない 特異語 が抽出で きる こ と，特

異語 の 時系 列 変化 を観測 す る こ と がで き る こ と が挙げ ら

れ る．

（4）プリ コ
ード項 目 の 集計 に 基づ く分析 とプ リコ

ード項
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　 目と 自由記 述項 目を組み 合わせ た 分析の 比較

　 こ れ ま で の 結 果 の 考 察 か ら，プ リ コ ード項 日の 集 計 は

プ リコ
ー

ド項 目別の イ ン シ デ ン トの 分布 傾向を把握 で き

る とい う特 徴 を持 ち ， 自由記 述 の 分析 は，プ リコ ード項

目に縛 られ る こ との な い 自山記述 を 元 に した特 異語 拙 出

が 時 系列 に 沿 っ て 行 え る ， とい う特徴 を持つ こ と が 明 ら

か とな っ た ．

　 これ らの 解析 結 果を ， 京 大 病院で 実際 に行 われ て い る

イ ン シ デ ン トの 傾 向 を 把握す る 業務 で 活 川 する とい う視

点 で 比 較を行 っ た．

　 プ リ コ
ー

ド項 目 の 集計 の 結 果 は，各 種 委 員会 で の 医療

安全管理 室か らの 報告な ど，一
定期間の イ ン シ デ ン トの

傾 向 を把 握 ・共 有 す る業 務 にお い て 必 要 で あ り，実際 に

利用 され て い る．

　一方 の 自由記 述 の 分析 の 結 果は ， イ ン シ デ ン トの 時系

列 な変化 を観測する こ とが 必 要な 業務や，具体的 な事 例

を抽出するこ とが 必要 な業務 に活 用す る こ とがで きる こ

とが期 待 され る．

　 こ の よ うな 特徴 を持 っ 業務が 医 療安 全管理 室 内 の 業 務

に存 在 す る か を表 1 の 業務分 析 の 結果 を 基に して 考察 し

た と こ ろ，具 体的 な事 例 を抽 出 す る こ とが必 要 な業務 と

し て t−2 の 重 要 な レ ポー
トを 抽 出す る業 務 が該 当 し た，

　時 系 列 的 な変 化 を観 測 す る こ とが 必 要 な業務 は 表 1か

ら は 該 当す る 業務 が発 見 で きな か っ た。そ こ で、室 艮 に

時 系列 的 な 変化 を観測す る必 要 が あるか 相談 した とこ ろ，
医療事故防止 キ ャ ンベ ー

ン に 関す る効果 を測 定 したい と

の 返 答 が あ っ た。こ の キ ャ ン ペ ー
ン は、職員へ の 医療安

全教育 の
一

環 と して 行 われ て い る。こ れ ま で こ の キ ャ ン

ペ ーン に 関 す る効 果 を測 定す る 予 法が 不 明で あ っ た た め、
業務 と して 存在 して い な か っ た。しか し、キ ャ ン ベ ー

ン

の 効 果 を測 定す る 必 要性 を 感 じ て い る た め是 非 TR 解析

を行 っ て み たい
，との こ とで あっ た．

　 そ こ で，そ れ ぞ れ の 業務 に 関 して TR を導 入 す る手 法

を 4，5章 で提 案 した．

ヤ ン ペ ー
ン を選択 し，TR に よる解析 ・検証を行っ た．

　 こ の キ ャ ン ペ ーン を 選択 した 理 由 は，前章の ふ る ま い

分析 で，室 長か ら「採 血 」とい う特異語 の ふ るま い 分析 結

果 を き っ か け に し て 医 療 事 故防止 キ ャ ン ペ ー
ン 効果 測定

業 務 へ の 適 用 が 提 案 され た こ と，こ の キ ャ ン ペ ーン が

2008 年度 に 行 われ て お り，キ ャ ン ペ ー
ン 終 r後の ふ る

ま い につ い て も観測 で き る こ と，読売新 聞 に掲載 され る
15［

な ど仕会的関心 の 高か っ た こ との 3点が 挙 げ られ る．
　対 象 と した 医療 事 故 防止 キ ャ ン ペ ーン の 概要 を以 下 の

通 りで ある．
キ ャ ン ペ ー

ン 内 容 ：朝 の 採血 にお け る患 者誤 認 防 止

　実施期間 ： 2008年 4 月〜2009年 3 月

　 （強化 期 間 ：20eg 年 ll 月〜2009 年 1 月）

関連特異語 （室長 に よ り選 択 ）

　 採 血　 ：輸血 ・血液検査 な どの た め に 体 内 か ら 血液 を

　採取す る医療 行 為

　 ス ピ ッ ツ ： 検査用 の 検体を入 れ る た め の 試 験 管

　検体 　 ：検査 に 必 要 な 材料．血 液 ・髄液 な ど

　実施内容 ：

　 ・　 患者 確認 が 必 要 な 全 場 面 に お い て 患者 自身に フ

　　　 ル ネ
ーム を 名乗 っ て もら うとい う院内ル ー

ル の

　 　 　 強 化

　 ・　 特 に 朝 の 定 噂 採 血 時 にお け る フ ル ネ ーム 確認 の

　　　 徹 底 と確 認 者 の サ イ ン に 対 す る 教育

　
・
　 院内 への 啓発 ポ ス ターや り一フ レ ッ トの 配 布 に

　　　 よ る啓発 活 動 の 実施

b）解析期 間 と時 間幅

　対 象 と し た キ ャ ン ベ ー
ン の 前後 で の 特異 値 の 時 系 列 変

化を見 る こ と を 目的 に 解祈 を行 っ て い るた め，解祈期間

に キ ャ ン ペ ー
ン 期間 2008 年度の 前後 を含む必 要 が あ る．

　 で き るだ け 艮 い 期間 で の 時系列変化 が 見た い とい う室

長 の 要望 が あ り，解析 データ は電 子 データ が 存 在 す る

2005 年 9 月〜2010 年 3 月 ま で の 28．215件 を使 用 した．

　解析 の 時 間 幅 は ， 且 カ 月 に設 定 した。こ れ は、キ ャ ン

ペ ーン に 関す る 業務 を 月単位 で 行 っ て い るた め で あ る．

4 ．医療事故防止 キ ャ ン ペ ーン の効果測定

　室 長 は，前章 の ふ る まい 分析 の 結 果 （図 4
，

5） にお

い て 「採 血」とい う特 異語 が 上 昇 し て い る こ と に 注 日 した．

その 理由は，2008 年度 に 医 療 安全管理 室 で 全職員 を対

象 に し た 「朝 の 採 血 に お け る患者誤認 防 止 キ ャ ン ペ ーン 」

とい う採血 に関 す る医 療 事 故 防止 キ ャ ン ベ ーン を実施 し

てお り， ふ るま い 分 析の 「採血 」に も，こ の キ ャ ン ペ ー
ン

に 関速 す るイ ン シ デ ン トが含 まれ て い る可 能性が 高い と

考 え た た め で あ る ，

　 しか し，プ リ コ
ー

ド項 日の 集計で は ，「採血 1の 含まれ

るイ ン シ デ ン トの 内容の 時 系列 変 化 を計測 す る方法が な

か っ たた め，定量デ
ー

タ を基に し た キ ャ ン ペ ーン の 期 間

や 内 容に関す る意 思 決 定 や 効 果測定を行 うこ と が 出来 な

か っ た ．TR は 特 異語 の 時 系列 な 変 化 を観測す るふ るま

い 分析 とい う機 能 を持っ ，そ こ で ，本章で は医療事故防

止 キ ャ ン ペ ー
ン の 効果 を 測 定 す る こ とに 焦点 を 当て た

IR 解析 手法 の 提 案を行 うこ と と した．

（1）解析 概 要

a）対象と する医 療 事故 防 止 キ ャ ン ペ ーン

　医 療事 故防止 キ ャ ン ペ ー
ン 効果測定の 支援例 と して

2008 年 度 に 行 っ た 「朝 の 採 血 に お け る患者 誤認 防止 」キ

写真 1　 採血 に お ける 患者誤認 キ ャ ン ベ ーン に お け る

　啓蒙活動（フ ル ネーム 確 認 を 呼び 掛 け る ポ ス タ
ー
）

（2）医療 事 故 防止 キ ャ ン ペ ー
ン 効果測定の た め の TR 解

　 析

a）自由記 述の 分析手 順

　採血 に お け る 患者 誤 認 キ ャ ン ペ ーン 効 果測 定 の 分析 手

ll厦は前 章 の 自出記 述 分 析 と手順 4）に お い て，こ の キ ャ ン

ペ ー
ン に 閧連 す る 特異語 を設 定 し て ふ るま い 分析 を行 い ，

こ の 特 異語 を含む RV 値 を算出 し読む べ き文書 を抽出す

る手 順を 追加 し て 行 っ た．

　更 に，ふ る まい と出現頻度 との 関 連 性 を分 析す るた め

に 特異 語 ご と の 時 系列 の 出 現頻 度 を算 出 した ，
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b）自由記述 の分 析結果

　朝 の 採血 に お け る患者誤 認 防止 キ ャ ン ペ ーン 効 果測 定

の ふ るまい 分 析の 結果 と出現頻度の 時系 列変化を図 7 に

示 す ，参 考 と し て キ ャ ン ペ ーン 期 間 を青 く，キ ャ ン ペ ー

ン 強化期間を赤 く網掛け し た，
200

次の よ うな 内容で あ っ た．下記 の 読 むべ き文 書 と して 挙

げた レ ポートは プ ラ イ バ シ
ー

の 関係上，個 人 が 特定 され

る よ うな記 述は黒 塗 りと した．
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採血 にお け る患者誤 認 キ ャ ンペ ー
ン

関連 特 異 語 の ふ る まい 分析

　 キ ャ ン ペ ーン 期 間以 前 の 2006 年 4 月 に G 只M が 変 わ り，

看護業務に 関す るイ ン シ デ ン トの 周 知 を行 うよ うに な っ

た た め，　 「採血 」　 「検体」 が 2006 年 4 月 以 降に 急 上 昇

し て い る が ，こ の 動 きは キ ャ ン ペ ーン とは関 連 し ない た

め，分析 の 対象 と しない ．
　 キ ャ ン ペ ーン に関 連 す る 特異 語 の うち，「ス ビ ッ ツ」と

「検休jとい う 2 語 は，キ ャ ン ペ ー
ン 期間の 中で も特 に強

化 し て活 動 を行 っ た 期 間 に 特 異値 が 急上 昇 して い る，こ

れ は ，図 7 か ら も分 か る よ うに キ ャ ン ペ ー
ン を受 けて

「ス ピ ッ ツ 」や 「検体」を 含ん だ レ ボー
トの 報告 が 増加 した

とい うこ とで あ る．キ ャ ン ペ ーン に よ っ て報 告者 の 報告

行動 に 変化が起 こ り，これ ま で 報 告 し て い な か っ た事 例

も報告 す るよ うに なっ た た め，こ の 増加 が 見 られ た もの

と考 え られ る．
　
一

方 「採血 」とい う特異語は 2007 年下 Y−twか ら特異値

が下が っ て い る．こ の 動 き は 「共 通語 化 」と定 義 され る特

異値の
一

般的 なふ る まい で あ り，出 現頻度が減 っ たた め

特 異 値が ドが っ た の で は な く，偏 在 して 川現 し て い た 単

語 の 出現 が，多 く の レ ポートに 見 られ る よ うに な っ た た

め特 異値が減少 に転 じ る とい う現象で ある．　 ・
旦 共通語

化 した 「採 血 」とい う特 異 語 は キ ャ ン ベ ー
ン 強 化期間中に

わずか なが ら ト昇 に転 じて い る．こ れは ，キ ャ ン ペ ーン

強化 期 間 巾 に，採 血 とい う特 異 語 の 重 み が 再 度高 ま っ た

た め，一
時共通語化が 止 ま っ た と推測 され る，

「採 血」 が共 通 語 化 した の に 対 し、　 「ス ビ ソ ツ 」 と 「検

体」 が共 通 語化 しなか っ た理 由 は，図 7 か ら分か る よ う

に ，　 「採 血 」 の 出 現 頻 度の 増 加 が 著 し い の に 対 し，　 「ス

ピ ッ ツ」 と 「検 体 」 の 出 現頻 度 の 増加 は 「採 血」 に比べ

て 小 さく，共 通 請 化 す る 程度 まで 至 らな か っ た た め で あ

る．
　次 に キ ャ ン ペ ー

ン 強化期間中に 「ス ピ ッ ツ 」と「検体」が

共 に特異 語 とな っ て い るイ ン シ デ ン トの 読む べ き文 書の

うち最 も RV 値 が高か っ た レポート上位 3 位参照す る と

「日 圏 驛 ■ 年 ■ 月 ■ 目　午前 ■ 圏 ■ 採 血 の 際 の 患者取

り違 え．年 末，緊 急検 査 用 の 型 で の 採 血 で ，2
人 の 患者の ス ビ ッ ツ を 間違 えて 採血．検休 は そ の ま ま

検 査 に 提 出 ．電 子 カ ル テ ⊥ に て 取 り違 え が 判 明 し

た．」

「朝食前 に 採血 （ス ピ ッ ツ 3 本 ） され た 患者．■ ■ ■

時 頃 に再 度検 体 （ス ビ ッ ツ 1本） が 検査部 に 届き検査

した と こ ろ、朝の 採 血データ とは数 値 が異 な っ てい た．
そ の た め ，別 の 人 物の 齟 で は ない か と検査部 よ り担

当 医 に 電話 連絡が あ り ， こ の 件 が 発 覚 した．他 患者 ，

医 師，看護師 に 確認 す る も 午後か ら採血 し た 者 は お ら

ず．ま た ，検体 を 検査 室 に 届 け た 者 も 不 明 で あ っ

た．」

「■ ■ ■ ■ ■ の 加療 の た め 人 院中の 患者，ICS3 で 意思

疎 通 が 困 難 で あ っ た．本 口は採 血 の 指 示 は なか っ た が，
担 当看護師 は 採 血 が あ る と思 い 込 み，別の 患 者の ラベ

ル が 貼 っ て あ る ス ピ ッ ツ を 使 川 し Dr．と採 血 を施行 し

て し ま う．齷 を搬 送ル
ートに 乗 せ た直後，本 日採 血

予 定の 患者の ス ビ ッ ツの 所在 を別 の 看 護師 に尋 ね られ，
患 者 を誤 認 し採 血 し て し ま っ た こ と に 気 づ く．Dr．に
報 告 ・相談 し た結果 ，艶 は す べ て廃棄す る こ と とな

る ．」

　
一

っ 目は，緊 急検 査 時 の 患者 誤認 の 例，二 っ 目は 採 血

データ と数 値が 異 な っ て い た こ とか ら誤認 を発 見 した例 ，

三 つ 目 は 意思疎通 が 困難 な 患者 に 対す る採血 時 の 患者誤

認 の 例 であ る．
G）自 由記述 分析に 関す る考 察

　 こ れ らの 読む べ き 文書 は朝の 採血 にお け る患者誤 認 防

止 に 関す る イ ン シ デ ン トとな っ て い る．こ の 読む べ き 文 ・

書の 結果 か ら，キ ャ ン ペ ー
ン 実施期間中に 院 内 で 「朝 の

採 血 に お け る患 者 誤認 防 止 Jへ の 意 識 が E昇 し た 結果，
キ ャ ン ペ ー

ン 内 容 に 関 す る イ ン シ デ ン トの 報 告 が 増加 し，
キ ャ ン ペ ー

ン 関連語 が トレ ン ドになっ た と 推測 され る：

　 こ れ らの 採血 にお け る患者誤 認 キ ャ ン ペ ー
ン 効果 溯定

の 結果か ら，TR を 用い たイ ン シ デ ン トレ ポートの 自 巾

記述 項 目の を可 視化 の 効果 は，任 意の 特異 語 の 時系列 変

化が 可視化で き る こ と と ， 特 異値 が上 昇 した特 異 語 に っ

い て 読 むべ き 文 書で 自山記 述 の 内容 を 確認 で き る こ と で

あ る と考 え る，
　 ま た ，TR を こ れ ま で 行 っ た 医 療 事 故 防止 キ ャ ン ペ ー

ン の 効 果 測定の ツ
ー

ル と し て だ けで なく，今後新た な医

療事 故防止 キ ャ ン ペ ーン な どを展 開す る際 に，特異 値 が

ト位 に なっ て い る特異語 を参考 にする こ とで ，医療安全

に 関する戦略
・施 策を決 定す る補助 ツ

ール と して も活 用

で き る と 考え る．

5 ．毎週 の 重要 レポート選定業務の補助

　医療安全管理室 が 行 っ て い る 具体的な事 例 を抽出す る

重要 レ ポートの 選 定 業 務が あ る．これ は，病院 の 経 営 層

と重要な事例 を共 有 し，病院 とし て の 対応策を決 定す る

た め に 必要 とな る重 要 な イ ン シ デ ン トレ ポートを 室長 が

選 定す る 業務 で あ る．
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　 従来は，室長 が 自身 の 経験 に基づ い て イ ン シ デ ン トの

重 症度 と過 失感 の 高 さか ら，病院 が優 先 的 に 対 応 す る べ

きと 思われ る重要な レ ポー
トを選定 して い た ．し か し，

こ の 手 法 で は，室 長
一

人 の 判 断 に よ り重 要 レ ポートが選

定 され る た め，チ ェ ッ ク 機能が存在せ ず 「ぬ け もれお ち」

が 存 在す る可能性 が あ る．ま た，室 長 に よ る選 定 は，客

観性 を持 っ た指標 で はな い た め，選定 の 結果は 選定者の

能 力 に依 存 す る．

　 こ れ らの 可能 性 は室 長 自身 が認識 して い る が，経験知

を継 承 し た 人 材 を育成 して 作業 を分 担す る に は 時 間 ・金
銭 的 な負担 が 大 き く，す ぐ に は 実 現 で き ない 状況 で あ る．
　 そ こで前章で用 い た TR に よ る読む べ き文 書抽 出 に よ

っ て，重 要 レ ポートの 選 定業 務 を補 佐 す る 手 法 を提 案 し

た．
（1）TR導 入 で 予 測 され る効 果

　 TR の 導入 に よ っ て 予 測 され る 効果 を 「ジ ョ ハ リの

窓 」 とい う概 念 を 用 い て 説 明 す る．ジ ョ ハ リの 窓 は 自己

と他者 とい う 2 軸 をた て ，それぞれが知 っ て い る こ と ・

知 らない こ との 2 ×2 の マ ス に よ っ て 区切 るモ デ ル で あ り，
そ の マ ス は 「窓 亅 と呼ん で い る．

　 開放 の 窓 は 自己 と他 者 が 共有 して い る情 報 ， 秘密 の 窓

は 他者 に 隠 して い る 情報，盲点 の 窓 は 自分が 気づ い て い

ない が他 者 が 気 づ い て い る情 報，道 の 窓 は，自分 も他 者

も気 づ い て い な い 情報 で あ る．研 究 で は，自分 を 室 長の

判 断，他者 を TR の 判断と置 き換える と重要 レ ポー
ト選

定業 務 に お け るイ ン シ デ ン トレ ポートの 関 係 を図 8 に示

し た，

　 図 8 に お い て 、開放 の 窓（A ｝： 領 域 の 判 断
一

致 レ ポ ー

ト，開放 の 窓（A）＋ 秘密 の 窓 （B）： 室 長 の 当初判断 レ ポー

ト， 開 放 の 窓（A ）＋盲 点 の 窓 （C）：RV 上 位 10 位 レ ポート

と分類 した ，A は室 艮 ・TR が共 に重 要 で あ る と判断 し

た レ ポ ートで あ る．A ＋B は 室 長が 経験に 基 づ い て 重要 で

ある と判断 した レ ポートで あ る，C は TR の 読 む べ き文

書 に お け る上位 10位 に 選定され た レ ポー
トで あ る．

　 こ こ で は，富 長 に RV 上 位 10 位 レ ボ ートを提 示 し ，
室 長 に よ る最終判断 レ ボートと して 新た に 加 え るか の 判

断 を求め る 手 続き を 行 うこ と に した ，RV 上 位 10位 の レ

ポートの 中 に は，室 艮 の 当初 の 判 断 にお い て，重要 レ ポ
ー

ト と判r析する ・し な い の 両方 の レ ポートが 含 まれ る．
室 長 の 当初 判 断 が 終 わ っ た段階 で RV 上位 10位 の レポ

ートを提 示 す る，こ の 提 示 に よ っ て RV 上 位 10位 レ ポ
ー

トの 巾か ら改め て 「や は り これ は 重要 レ ボートに す る

べ き」 と思 っ た もの を加 えて 室長 の 最 終判 断 レ ポートと

す る，
　 こ の よ うな 颪要 レ ポートの 追加 に よ っ て ，室 長 に とっ

て の 盲点の 窓 が 開かれ，選 定 の 質が向 上す る こ とが期 待

され る，こ の 追加 分 の レ ポ
ー

トは 図 8 の C ’
に 該 当 し，

TR 発 見 レ ポートと 呼 ぶ．　 TR 発 見 レ ポートは，ぬ け もれ

お ち発 見 の 場 合と TR に よ る再 評価 の 場合の 二 種類が あ

る，ぬ け もれ お ち の 発 見 の 場 合 とは，室反 の 選 定業務 に

お い て 室 長の 判断基準を満た し て い る に も関わ らず，担

当者 が報 告 レ ポ
ー

トに 挙 げ忘れ て い た 場 合で あ る．一
方，

IR に よ る再評価 の 場合 とは 、 木 来 は室 長 の 選 定 に お け

る報 告 す べ き レ ポ ートで あ る とい う基 準 を わ ずか に 満た

し て い な か っ た が ， TR が E位 に 挙 げた こ とに よ り室 長

の 選 定 にお け る 評価 某 準が ト
’
が り報 告 レ ポー

トに加 わ っ

た場 合で あ る．
　 室長の 当初判 断 レ ポー

トに TR 発 見 レ ポー
トを加 えた

実 際 に 経 営 層 に 報 告 を 行 っ た レ ポートを室長 の 最終 判 断

レ ポートと した ．

　本章 で は，TR を用 い て ジ ョ
ハ リの 窓 に お け る盲点 の

窓 を 小 さ くす る試 み を 行 っ た ，

医療安 全 管理 室 長 の判 断

　 　 Yes　　 　　 　　 No

　　

9

OZ

e
配
←

　 A　 ：判 断
一

致 レポ
ー

ト

A＋B ：室長 の当初判断

　 　 　 レポート

A ＋C ：RV 上 位 10位レポート

　 C
’
　 ：TR発見 レポ

ー
ト

A ＋B ＋C ’：室長の 最終判断

　 　 　 レポ
ー

ト

図 8 　ジ ョ ハ リの 窓 と重 要 レ ポート選 定 業 務 に お け る

　　　　　 イ ン シ デ ン トレ ポートの 関係

  解析概要

　重 妛 な レ ポ ートを 選 定す る業 務 にお い て ， 従来 の 室 長

に よる 選 定に 加 え て ，皿 の 導入 を行い 重要 レ ポー
トの

報 告 内 容 の 変化 を分析 した ．
a）従 来 の 重要 レポー

ト選 定手 順

　 こ れ まで の 業務の 流れ は，図 9 に示 す よ うに 5つ の 手

順 で 行 わ れ て い た．
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；
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図 9 京 大病院 に お け る重 要 レ ポ ート選 定業 務

1） 報 告 され た レ ポ
ー

トを 定時 に な る と印 刷 す る （t 目 3

　 回）．
2） イ ン シ デ ン ト レ ポー

トを読 解 して イ ン シ デ ン トの 種

　 類 に よ っ て 分類 を行う．
3） 2）の レ ポートか ら重 要 な レ ポートを選 定す る．
4） 3）で 選択 され た レ ポートを ミ

ー
テ ィ ン グ時 に 病院経

　 営層 へ 報 告す る （月 1 回）

手 順 3）の 重 要 な レ ポートの 選 定 は安全 管理 室長 が 毎 週 ミ

ーテ ィ ン グ 前に 経験 知 に 基 い て 分類 ・選 定 され て い た，
b）TR導 入後 の 重 要 レポート選 定 手 順

　 こ の 業務サ イ ク ル に，2009年 9月 よ り TR に よ る 重要

レ ボート選 定の 補佐 業務 を導入 した．こ の 業務 の 変化 の

様子 を図 10 に示す．

露艶臨
議蠹く：タ癒 緲 ，
met’ 麟

　毒・ 1
診

穐

　　　　　訴 甘
　図 且0

簸 …

Ul

箆轟
　 灘 繍

TR 利 用 に よ る重 要 レ ポート選 定 業務 の 変 化
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1） 報 告 レ ポー
トを選 定す る作業 にお い て，補佐業務 と

　　して 1rRの 読 むべ き文 書 にお け る上 位 10位 を抽出す

　　る作業も行 う，
2） 室 長 に よ る選 定 の 結 果 に加 えて RV 上位 10位 レ ポー

　　トを室 艮が確認 す る，
3） 選 定 され た RV 上位 10位 レ ポートに報 告 す べ き レ ポ

　
ートが なか っ た か を 確認 し，あっ た 場 ffは そ の レポ

　 ート 〔m 発 見 レ ポ ート〉 も合 わ せ て 報 告 を行 う．
4） ミ

ー
テ ィ ン グ毎 に こ の 調査 を行 い ，TR 発 見 レ ポート

　 数 を集 副
・
す る．

o）解析時間 と時間幅

　TR 導入 を行 っ た 2009 年 9月か ら 2010年 3月 ま で の 7

ヶ 月間の 解 析 結 果 を記 した．解析 の 時 間幅 は ，ミ
ー

テ ィ

ン グ毎 に重 要 レ ポ
ー

トが選 定 され るた め ミ
ーテ ィ ン グが

行 われ る 間 隔 （約 1週 間） と した ．

（3）重 要 レポー
ト選 定業 務 に お け る TR 導入 後 の 効果

　重要 レ ポー
ト選 定業務に お ける TR 導 人 に よ る 重要 レ

ポートの 変 化 を観測 し，時 系列 推移 を図 11 に 示 した．
TR 導入 に よる効果を測定す る た め ，室長 の 当初判断 レ

ポ ー ト件 数 （A ←B ）を 室 長 の 最 終 判 断 レ ポ ー ト 件 数

（A＋B ＋C’）で 割 っ た 値 を専門家 に よ る捕 捉 率 と し て 定義 し

た，専 門家に よ る捕 捉 率は図 11 の 白い 部分 と灰 色の 部

分 を 足 した 部分で あ る ．判断一致 レ ボートの 割合は 灰 色

の 部 分 で あ る．TR 導 入 の 効 果 で あ る TR 発 見 レ ポー
トは

青い 網 掛 け の 部分で あ る．

1

銘巽．

。 慧

翻
［
帥 s°％

　 20 ％
・

　 　 　
　 10％
　 　 　
　 o％

　 ユ009 年 9 月　　　　 2ao9 年 lt 月　　　　 2010 年 1月　　　　ze10年 3月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ
ー

ティング日

　 図 11TR 導 入 に よ る ミ
ーテ ィ ン グ報 告結果 の 変化

　 図 11 の 結果か ら TR 導入 に よっ て 平均 し て 約 1 吉rlの

皿 発 見 レ ポートが存在す る こ とが 明 らか に な っ た，こ

れ は，1R が 室 長 の 判断 に よ る ぬ けもれお ち をチ ェ ッ ク

機能 を果た し，盲点 の 窓が 小 さく な っ た と言 え る．

　 更 に TR 導 入 後 に お い て も 2009 　q と 2010年で は 捕 提

率 に変 化 が 見 られ る．こ れ は ，
2010 年 1月 60 に室艮に

対 し て，こ れ ま で の TR 発見 レ ポートの 内 容 に 関 す る フ

ィ
ードバ ッ グ を行 っ た た め で あ る と考 え られ る，具体的

な フ ィ
ー

ドバ ソ グ の 内容 は， RvE 位 10 位 レ ポートの

うち盲点 の 窓部分の 抽 出傾向と室長 の 当初判断 レ ポー
ト

との 差 異に っ い て で あ る ，
　 図 12 は，横軸 に TR 発見 レ ボー

ト数，横軸に ミ
ー

テ ィ

ン グ回数 を と っ た もの で あ る，フ ィ
ードバ ッ グ前 の 平 均

値 は 2．38 、フ ィ
ードバ ッ グ 後は 0，90 で あ っ た．フ ィ

ー

ドバ
ッ ク後 に は最 大 2 件 しか 採用 さ れず、1 件 も採冊 さ

れ な い 事 態 も発 生 した。そ こ で TR 発 見 レ ボート数 が 0
〜1， 2，3 以 上 の 3 カ テ ゴ リ

ー
に 分けて、フ ィ

ー
ドバ ソ

グ前後の ミ
ー

テ ィ ン グ回数 で カ イ 自乗 検定 を行 っ た とこ

ろ、5％水 準 で 統計 的 に 有意 で あ っ た （X2 （2＞・754 ，
p＜ ．05） た め，フ ィ

ードバ ッ グ前 後 の 平 均 値 に 差 が あ る

こ とが分 か る．

5

4

　

3
　
　　
　
　　
＝

凝
回
娼
A
ヤ

 
酣

1　．

　 O ・
　 　 　 　 0　　　　　　 1　　　　　　 2　　　　　　 ヨ　　　　　　 4　　　　　　 5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TR発見レポート数

図 12 τR 発 見 レ ポ
ー

ト数 の フ ィ
ードバ ッ グ前 後 の 変化

　 こ の 結果は，安全 管理 室長が TR に よ る採用傾向を フ

ィ
ー

ドバ ッ ク され た こ とに よ っ て 、フ ィ
ー

ドバ ッ ク の 内

容 を踏 ま えて 選 定方針 を 変更 し た こ と を示 して い る ，い

わ ば，皿 に よ っ て 「盲 点 の 窓 」 が 開 か れ た こ と を示 唆

し て い る．こ の 証拠 に，フ ィ
ードバ ッ グ後の 判 断一致 レ

ポートは フ ィ
ードバ ッ グ 前 と比 較 して 割合 が 増加 し てい

る．
　 「ぬ け もれ お ち」の 存 在に っ い て 室長 か らは 「TR を用 い

る と，日 頃 の 重 要 レ ポートの 抽 出業務 に ぬ け もれ お ちが

あ る こ と に 改め て 気付 か され る．安全管理 者が 重要な情

報 を見 過 ご す こ とは立 場 上 許 され ず，常に 不 安が つ き ま

と うが，TR に よ っ て
“
ラ ス トワ ン マ イ ル

”
をサ ポ ートす

る と い う意味で ，心 強 い，」とい っ た 意見 が 出 た ．

　また ， RV 上 位 10位 レ ポートの うち判 断
一

致 レ ポート

は，TR 発 見 レ ポ
ー

ト以 外 の 約 9 割 が室 長 に よる 重 要 レ

ポートとは異 な っ た 内容 で あ っ た，TR 発 見 レポー
ト内

容 に つ い て の フ ィ
ードバ ッ グ の 感 想 と して 室 長 は，「こ

れ まで 医 療麦全 管理 室 が重要だ と捉 えて きた イ ン シ デ ン

トと実 際 に 現 場 か ら トレ ン ドと し て 挙 が るイ ン シ デ ン ト

に 乖離 が あ る の は ， 興 味深 い 発 見 だ」， とい っ た意 見 が

出た ．
a）TR導 入後 の 選 定結 果 変化 に 関す る考察

　 こ れ らの 結果 か ら，重 要 レ ポート選 定 業務 の TR 導 入

は業 務に以 下 3 っ の 影響 を与え る と 考え られ る

1）　 医療安全 管理 室 に よる選 定す る レ ポ ートと TR で 抽

　　 出 す る読む べ き文書上 位の レ ポートが 異 な っ て い

　　 た こ とに よ り，医 療安 全 管理 室 と ］R を用 い た 客観

　　 的指標 の 認 識 に 差が あ る こ とを発 見で き る．

）2

）3

これ ま で室 長 の 経験 知 とい う単
一

指標 に 基 づ い て

行わ れ て い た 重 要 レ ポー
ト選 定 業 務 に ，トレ ン ド

とい う新た な評 価 指標 に よる結果を利用で きる．
室 長 に よ る 重 要 レ ボート選 定 作 業 の 「ぬ け も れ お

ち」の チ ェ ッ クが で き る．
　以 E の 理 出か ら，TR は，重要 な レ ボートの 選 定 業 務

を補助す るだ けで な く，定期的に 読む べ き文書 トッ プの

レ ボートの 確 認す る こ と に よ っ て 京 大病 院 に お け る医 療

の 質を維持 ・向上 す る ツ
ー

ル に な り うる と考 え られ る．

6 ．おわりに
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　 本研究で は ，TR を用 い て 京大病院 に お け るイ ン シ デ

ン トレ ボ ートの 解 析 手 法 の 開発 を 行 っ た．こ の 研 究の 成

果は ，以下の よ うに ま とめ られ る ，
1） プ リコ ード項 目 と自由 記 述項 目を組 み 舎 わ せ た 分析

　　 と して ，イ ン シ デ ン トレ ポートの 適 当 な プ リコ
ード

　　 項 日 と 自由 記 述項 日を 用 い て サ ブ コ
ーパ ス を作成 し，

　　 ふ る ま い 分 析 を行 う手 法 を提 案 した．こ の 手 法 に よ

　　 り，具体的な事例に 沿っ た特異語や コ
ーパ ス に特徴

　　的 な 特異 語 の 抽出，特 異 語 の 時 系 列 変化 の 観測 が 冂∫

　　 能 となっ た．
2） 医療 事 故 防 止 キ ャ ン ペ ーン の 効 果 測 定 と して ，キ ャ

　　 ン ペ ー
ン 関連特異語 を選 定 し，そ の 特異譖 の ふ る ま

　　 い 分析 と読 む べ き文書 の 提 示 を行 う手 法 を提 案 した．
　　 こ の 手 法 に よ り，任意 の 特異語の 時系列変化の 可枳

　　 化 と， 特 異 値が 上 昇 した特 異 語 に つ い て イ ン シ デ ン

　　 トの 内 容確認が 可 能 とな っ た．
3）　特 異 値 1：位 の 特 異語 を参 考 に す る こ と で，医療安全

　　 に 関す る 戦略
・施 策 を決 定 す る 補助 ツ

ー
ル と して の

　　 活 用 可能 性 が 明 らか に な っ た，
4） 重 要 レ ポー

ト選 定業 務 の 補 助業 務 と して ，選 定期間

　　 内 の 読 む べ き 文 書 の 上 位 10位 の 提示 を行 う手 法 を

　　 提 案 した．こ の 予 法 に よ り，医 療 安全 管理 室 と現場

　　 の 状 況認 識差 の 発見，ぬ け もれ お ち の 防止 ，トレ ン

　　 ドとい う新 た な観 点 で の 選 別 が可能 とな っ た．
5） 定期的な読 む べ き文書 トッ プ の レ ボートの 確認に よ

　　 っ り京 大病 院 に お け る医 療 の 質 を維 持 ・向上 す るツ

　　 ー
ル と して の 活 用可 能性 が明 らか に な っ た．

　今後 の 検討 課 題 は 以 下 の 2 点で あ る．

　今回 は，コ
ーパ ス の 作成 に 関 し て 「重症 度 亅とい うフ

’
リ

コ
ー

ド項 目の み に着 目 し て TR 解析を行 っ た，しか し京

大 病 院 イ ン シ デ ン トレ ボートは 他 に も イ ン シ デ ン トの

4W に関す るプ リ コ
ー

ド項 日が 存在 し
．
て い る の で ，それ

らの プ リコ
ード項 目 を利 用 した TR 解 析 を行 い ，該 当す

るプ リコ
ード項目の 集計 との 比較 を行い たい ．

　 また，医 療事 故 防止 キ ャ ン ペ ーン 効 果測 定に お い て も

「朝 の 採 血 に お け る患者誤認 防止 キ ャ ンベ ー
ン 」の み につ

い て 結果 を提 示 し考 察 を行 っ た が，他 の 医療 事 故 防止 キ

ャ ン ペ ーン に つ い て も同様 の 手 順で 解析 し，考察する必

要 が あ る と考 え る．
　今後は，重要 レ ポ

ー
トの 選 定手 法に お ける TR の 優位

性 を検証す るた め に ， 他 の 選 定 予 法 との 結果 の 比較 を行

い た い ．
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